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第 2 次田布施町地域福祉計画

（田布施町地域福祉計画・田布施町地域福祉活動計画）

計 画 期間 ： 平成 30 年 度 （2018 年度 ） ～ 平 成 35 年度 （ 2023 年度 ）

平成３０年（2018 年）３月

田布施町・田布施町社会福祉協議会
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第１章 計画策定にあたって
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１ 計 画 策 定 の 趣 旨

近 年 、 地 域 に お け る 人 々 の 生 活 環 境 は 、 少 子 高 齢 化 や 人 口 の 減 少 、 経 済 情

勢 の 変 化 等 様 々 な 要 因 に よ り 大 き く 変 化 し 、 こ れ ま で の 福 祉 制 度 だ け で は 対

応 が 困 難 な 状 況 に な っ て き て い ま す 。

こ う し た 状 況 の 中 、 福 祉 の 課 題 も 多 様 化 ・ 複 雑 化 し て い ま す 。 そ の た め 、

様 々 な 取 り 組 み を 地 域 の 人 と 福 祉 関 係 者 、 行 政 等 、 あ ら ゆ る 人 や 組 織 と と も

に 進 め て い く こ と が 必 要 に な っ て い ま す 。

国 に お い て は 、「 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 」、「 障 害 者 差 別 解 消 法 」、「 子 ど も の

貧 困 対 策 の 推 進 に 関 す る 法 律 」及 び「 成 年 後 見 制 度 の 利 用 促 進 に 関 す る 法 律 」

の 施 行 、 介 護 保 険 制 度 の 大 幅 な 改 正 に よ る 、 団 塊 の 世 代 が 75 歳 以 上 と な る

2025 年 を 目 途 と し た 「 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 」 の 構 築 な ど 福 祉 に 関 す る 法

令 や 支 援 制 度 も 大 き く 変 化 し つ つ あ り ま す 。

ま た 、 平 成 28 年 6 月 2 日 に 「 ニ ッ ポ ン 一 億 総 活 躍 プ ラ ン 」 が 閣 議 決 定 さ

れ 、 子 ど も ・ 高 齢 者 ・ 障 が い 者 な ど 全 て の 人 々 が 地 域 、 暮 ら し 、 生 き が い を

共 に 創 り 、 高 め あ う こ と が で き る 社 会 と し て ｢地 域 共 生 社 会 ｣の 実 現 が 提 唱 さ

れ 、 市 町 村 に お い て は 、 地 域 づ く り の 取 り 組 み の 支 援 と 公 的 な 福 祉 サ ー ビ ス

へ の つ な ぎ を 含 め た ｢丸 ご と ｣の 総 合 相 談 支 援 の 体 制 整 備 を 進 め て い く 必 要 が

あ る と し て い ま す 。

私 た ち が 暮 ら し て い る 地 域 社 会 に は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が あ り 、 も と も と 「 助

け 合 い 」 の 心 が あ り ま し た 。 し か し 、 最 近 で は 地 域 の こ と に 無 関 心 な 人 が 増

え 、 助 け 合 い の 機 能 が 薄 れ て い く 状 況 に あ り ま す 。 少 子 高 齢 化 、 単 身 世 帯 の

増 加 に よ り 、 従 来 の 子 育 て や 介 護 、 障 が い と い っ た 縦 割 り の 制 度 で は 対 応 で

き な い と き 、 ご 近 所 の 助 け 合 い が 不 可 欠 と な り ま す 。

子 ど も や 障 が い 者 、高 齢 者 を は じ め と し て 地 域 の 人 た ち が 、「 住 み 慣 れ た 地

域 で 誰 も が 安 心 し て 豊 か に 暮 ら し 続 け る こ と が 出 来 る 地 域 （ ま ち ） づ

く り 」 に む け て 、 つ な が り づ く り 、 拠 点 づ く り 、 人 づ く り に 、 住 民 、 ボ ラ ン

テ ィ ア 、 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 等 の 福 祉 関 係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 ・ 協 働 し て 地 域

福 祉 施 策 を 推 進 す る た め の 指 針 と し て 策 定 す る も の で す 。
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２ 計 画 策 定 の 位 置 づ け

こ の 計 画 は 、社 会 福 祉 法 第 ４ 条 に 規 定 さ れ た「 地 域 福 祉 の 推 進 」の た め 、社

会 福 祉 法 第 107 条 に 基 づ い て 市 町 村 が 行 政 計 画 と し て 策 定 す る「 地 域 福 祉 計 画 」

と 、社 会 福 祉 法 第 109 条 の 規 定 に 基 づ い て 民 間 組 織 で あ る 社 会 福 祉 協 議 会 が 活

動 計 画 と し て 策 定 す る 「 地 域 福 祉 活 動 計 画 」 を 一 体 的 に 策 定 す る も の で す 。

ま た 、「 第 5 次 田 布 施 町 総 合 計 画 」 を 上 位 計 画 と し 、 以 下 の 関 連 計 画 と の 整

合 性 を 図 り 策 定 し ま し た 。

① 田 布 施 町 障 が い 者 計 画 （ 障 が い 福 祉 計 画 ・ 障 が い 児 福 祉 計 画 ）

② 田 布 施 町 高 齢 者 保 健 福 祉 計 画 （ 介 護 保 険 事 業 計 画 ）

③ 田 布 施 町 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画

④ 田 布 施 町 健 康 増 進 計 画

⑤ 田 布 施 町 男 女 共 同 参 画 プ ラ ン

【 改 正 社 会 福 祉 法 （ 平 成 30 年 (2018 年 )4 月 1 日 施 行 】

社 会 福 祉 法 第 4 条 （ 地域福祉の推進）

第 ４ 条 地 域 住 民 、 社 会 福 祉 を 目 的 と す る 事 業 を 経 営 す る 者 及 び 社 会 福 祉 に

関 す る 活 動 を 行 う 者 (以 下 「 地 域 住 民 等 」 と い う 。 )は 、 相 互 に 協 力 し 、 福

祉 サ ー ビ ス を 必 要 と す る 地 域 住 民 が 地 域 社 会 を 構 成 す る 一 員 と し て 日 常 生

活 を 営 み 、 社 会 、 経 済 、 文 化 そ の 他 あ ら ゆ る 分 野 の 活 動 に 参 加 す る 機 会 が

確 保 さ れ る よ う に 、 地 域 福 祉 の 推 進 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

２ 地 域 住 民 等 は 、 地 域 福 祉 の 推 進 に 当 た っ て は 、 福 祉 サ ー ビ ス を 必 要 と す

る 地 域 住 民 及 び そ の 世 帯 が 抱 え る 福 祉 、介 護 、介 護 予 防 (要 介 護 状 態 若 し く

は 要 支 援 状 態 と な る こ と の 予 防 又 は 要 介 護 状 態 若 し く は 要 支 援 状 態 の 軽 減

若 し く は 悪 化 の 防 止 を い う 。)、保 健 医 療 、住 ま い 、就 労 及 び 教 育 に 関 す る

課 題 、 福 祉 サ ー ビ ス を 必 要 と す る 地 域 住 民 の 地 域 社 会 か ら の 孤 立 そ の 他 の

福 祉 サ ー ビ ス を 必 要 と す る 地 域 住 民 が 日 常 生 活 を 営 み 、 あ ら ゆ る 分 野 の 活

動 に 参 加 す る 機 会 が 確 保 さ れ る 上 で の 各 般 の 課 題 (以 下「 地 域 生 活 課 題 」と

い う 。)を 把 握 し 、地 域 生 活 課 題 の 解 決 に 資 す る 支 援 を 行 う 関 係 機 関 と の 連

携 等 に よ り そ の 解 決 を 図 る よ う 特 に 留 意 す る も の と す る 。
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社 会 福 祉 法 第 107 条 （ 市 町 村 地 域 福 祉 計 画 ）

第 １ ０ ７ 条 市 町 村 は 、 地 域 福 祉 の 推 進 に 関 す る 事 項 と し て 次 に 掲 げ る 事 項

を 一 体 的 に 定 め る 計 画 (以 下 「 市 町 村 地 域 福 祉 計 画 」 と い う 。 )を 策 定 す る

よ う 努 め る も の と す る 。

（ 1） 地 域 に お け る 高 齢 者 の 福 祉 、 障 が い 者 の 福 祉 、 児 童 の 福 祉 そ の 他 の 福

祉 に 関 し 、 共 通 し て 取 り 組 む べ き 事 項

（ 2） 地 域 に お け る 福 祉 サ ー ビ ス の 適 切 な 利 用 の 推 進 に 関 す る 事 項

（ 3） 地 域 に お け る 社 会 福 祉 を 目 的 と す る 事 業 の 健 全 な 発 達 に 関 す る 事 項

（ 4） 地 域 福 祉 に 関 す る 活 動 へ の 住 民 の 参 加 の 促 進 に 関 す る 事 項

（ 5） 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 業 を 実 施 す る 場 合 に は 、 同 項 各 号 に 掲 げ る

事 業 に 関 す る 事 項

２ 市 町 村 は 、市 町 村 地 域 福 祉 計 画 を 策 定 し 、又 は 変 更 し よ う と す る と き は 、

あ ら か じ め 、 地 域 住 民 等 の 意 見 を 反 映 さ せ る よ う 努 め る と と も に 、 そ の 内

容 を 公 表 す る よ う 努 め る も の と す る 。

３ 市 町 村 は 、定 期 的 に 、そ の 策 定 し た 市 町 村 地 域 福 祉 計 画 に つ い て 、調 査 、

分 析 及 び 評 価 を 行 う よ う 努 め る と と も に 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当

該 市 町 村 地 域 福 祉 計 画 を 変 更 す る も の と す る 。

社 会 福 祉 法 第 109 条 （市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会）

第１０９条 市町 村 社 会 福 祉 協 議 会 は 、 一 又 は 同 一 都 道 府 県 内 の 二 以 上 の 市 町

村 の 区 域 内 に お い て 次 に 掲 げ る 事 業 を 行 う こ と に よ り 地 域 福 祉 の 推 進 を 図

る こ と を 目 的 と す る 団 体 で あ っ て 、 そ の 区 域 内 に お け る 社 会 福 祉 を 目 的 と

す る 事 業 を 経 営 す る 者 及 び 社 会 福 祉 に 関 す る 活 動 を 行 う 者 が 参 加 し 、か つ 、

指 定 都 市 に あ っ て は そ の 区 域 内 に お け る 地 区 社 会 福 祉 協 議 会 の 過 半 数 及 び

社 会 福 祉 事 業 又 は 更 生 保 護 事 業 を 経 営 す る 者 の 過 半 数 が 、 指 定 都 市 以 外 の

市 及 び 町 村 に あ っ て は そ の 区 域 内 に お け る 社 会 福 祉 事 業 又 は 更 生 保 護 事 業

を 経 営 す る 者 の 過 半 数 が 参 加 す る も の と す る 。

（ 1） 社 会 福 祉 を 目 的 と す る 事 業 の 企 画 及 び 実 施

（ 2） 社 会 福 祉 に 関 す る 活 動 へ の 住 民 の 参 加 の た め の 援 助

（ 3） 社 会 福 祉 を 目 的 と す る 事 業 に 関 す る 調 査 、 普 及 、 宣 伝 、 連 絡 、 調 整 及

び 助 成

（ 4） 前 三 号 に 掲 げ る 事 業 の ほ か 、 社 会 福 祉 を 目 的 と す る 事 業 の 健 全 な 発 達

を 図 る た め に 必 要 な 事 業
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計 画 の 関 連 図

田布施町 地 域 福 祉 計 画

第 ５ 次 田 布 施 町 総 合 計 画
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３ 計 画 の 期 間

こ の 計 画 の 期 間 は 、 平 成 30 年 度 （ 2018 年 度 ） か ら 平 成 35 年 度 （ 2023 年

度 ） ま で の ６ 年 間 で す 。

な お 、計 画 期 間 中 は 、制 度 改 正 や 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 に 応 じ て 必 要 な 見 直 し

を 行 な い ま す 。

※ 平 成 31 年（ 2019 年 ）５ 月 に 元 号 の 改 正 が 予 定 さ れ て い ま す が 、こ の 計 画

の 策 定 日 現 在 、新 元 号 は 未 定 の た め 、便 宜 上「 平 成 」と 標 記 し て い ま す 。な

お 、 西 暦 を 併 記 す る こ と に よ り 改 正 に 対 応 す る こ と と し ま す 。

４ 計 画 の 策 定 体 制

こ の 計 画 は 、 町 と 町 社 会 福 祉 協 議 会 が 共 同 し 、「 田 布 施 町 地 域 福 祉 計 画 策 定

委 員 会 」 及 び 「 町 民 ア ン ケ ー ト 」 の 意 見 や 提 案 を 反 映 し て 策 定 し ま し た 。

（ １ ） 田 布 施 町 地 域 福 祉 計 画 策 定 委 員

（ ２ ） 町 民 ア ン ケ ー ト

調 査 対 象 ： 20 歳 以 上 の 田 布 施 町 民 1,000 人

抽 出 方 法 ： 無 作 為 抽 出 法

調 査 方 法 ： 郵 送 に よ る ア ン ケ ー ト の 配 布 ・ 回 収

回 答 者 ： 455 人 （ 回 答 率 45.5％ ）

区分 所属 氏名

町議会 町議会経済厚生委員会 木本 睦博

保健医療関係者 町医師クラブ 藤田 潔

各種団体代表 町民生委員・児童委員協議会 中村 享郎

〃 町社会福祉協議会 田縁 和明

〃 町心身障害者協議会 今津 邦彦

〃 町青少年健全育成町民会議 河内 孝行

〃 町老人クラブ連合会 中屋 智暉

〃 町自治会連絡協議会 永田 弘児

〃 町ＰＴＡ連合会 辰巳 俊之

〃 町ボランティア連絡協議会 飯田 雅通

事業者 特別養護老人ホーム たぶせ苑 河村 五男
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第２章 地域福祉を取り巻く状況
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１ 田 布 施 町 の 状 況

（ １ ） 人 口 ・ 世 帯 の 状 況

Ⅰ 人 口 の 推 移

資 料 ： 平 成 7～ 27 年 ･･･国 勢 調 査 （ 企 画 財 政 課 ） ※ 各 年 10 月 1 日 現 在

平 成 29 年 ･･･年 齢 別 人 口 調 査 （ 町 民 福 祉 課 ） ※ 10 月 1 日 現 在

Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 H22 Ｈ27 Ｈ29

総人口 16,203 人 16,216 人 16,263 人 15,979 人 15,278 人 15,511 人

年少人口

（0～14 歳）
2,444 人 2,214 人 2,132 人 2,100 人 1,875 人 1,782 人

生産年齢人口

（15～64 歳）
10,563 人 10,319 人 10,112 人 9,295 人 8,250 人 8,351 人

老年人口

（65 歳以上）
3,196 人 3,683 人 4,019 人 4,584 人 5,153 人 5,378 人

15.1 ％ 13.7 % 13.1 ％ 13.1 ％ 12.3 % 11.5 ％

65.2 ％ 63.6 ％ 62.2 ％ 58.2 ％
54.0 % 53.8 %

19.7 ％ 22.7 ％ 24.7 ％
28.7 ％

33.7 % 34.7 %
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Ⅱ 世 帯 の 推 移

資 料 ： 住 民 基 本 台 帳 （ 町 民 福 祉 課 ） ※ 各 年 4 月 1 日 現 在

Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 H22 Ｈ27 Ｈ29

世帯数 5,740 世帯 6,147 世帯 6,530 世帯 6,896 世帯 6,993 世帯 7,023 世帯

世帯人員 2.89 人 2.70 人 2.56 人 2.38 人 2.26 人 2.21 人

5,740
世帯

6,147
世帯

6,530
世帯

6,896
世帯

6,993
世帯

7,023
世帯

2.89 人
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2.26 人 2.21 人
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（ ２ ） 子 ど も の 状 況

Ⅰ 出 生 数 の 推 移

資 料 ： 住 民 基 本 台 帳 （ 町 民 福 祉 課 ） ※各年４月１日～３月３１日

Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 H22 Ｈ27 Ｈ28

出生数 117 人 126 人 132 人 110 人 93 人 79 人

117 人 126 人 132 人
110 人

93 人
79 人

0 

50 

100 

150 

Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ28

出生数



- 11 -

Ⅱ 保 育 所 の 入 所 児 童 数

資 料 ： 町 民 福 祉 課 ※ 平 成 29 年 4 月 1 日 現 在

Ⅲ 小 学 校 の 児 童 数

資 料 ： 学 校 教 育 課 ※ 平 成 29 年 5 月 1 日 現 在

Ⅳ 中 学 校 の 生 徒 数

資 料 ： 学 校 教 育 課 ※ 平 成 29 年 5 月 1 日 現 在

保育所名 定員
入所児童数

3 歳未満 3 歳 4 歳以上 合計

城南 60 人 6 人 4 人 5 人 15 人

麻里府 60 人 6 人 2 人 7 人 15 人

田布施第１ 160 人 12 人 34 人 75 人 121 人

田布施第２ 70 人 29 人 ー － 29 人

田布施第３ 60 人 8 人 11 人 22 人 41 人

管外 － 15 人 2 人 9 人 26 人

合計 410 人 76 人 53 人 118 人 247 人

小学校名

児童数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
特別

支援
合計

城南 12 人 12 人 7 人 15 人 21 人 15 人 2 人 84 人

田布施西 29 人 33 人 32 人 28 人 39 人 36 人 8 人 205 人

東田布施 43 人 45 人 57 人 50 人 34 人 55 人 10 人 294 人

麻郷 26 人 35 人 39 人 33 人 35 人 48 人 3 人 219 人

合計 110 人 125 人 135 人 126 人 129 人 154 人 23 人 802 人

中学校名
生徒数

１年 ２年 ３年 特別支援 合計

田布施 121 人 140 人 125 人 13 人 399 人
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（ ３ ） 高 齢 者 の 状 況

Ⅰ 高 齢 者 人 口 の 推 移

資 料 ： 平 成 7～ 27 年 ･･･国 勢 調 査 （ 企 画 財 政 課 ） ※ 各 年 10 月 1 日 現 在

平 成 29 年 ･･･年 齢 別 人 口 調 査 （ 町 民 福 祉 課 ） ※ 10 月 1 日 現 在

Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 H22 Ｈ27 Ｈ29

総人口 16,203 人 16,216 人 16,263 人 15,979 人 15,278 人 15,511 人

高齢者人口

（65 歳以上）
3,196 人 3,683 人 4,019 人 4,584 人 5,153 人 5,378 人

高齢化率 19.7％ 22.7% 24.7% 28.7% 33.7% 34.7%

16,203 人 16,216  人 16,263 人 15,979 人
15,278  人 15,511  人
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（ ４ ） 障 が い の あ る 人 の 状 況

Ⅰ 身 体 障 害 者 手 帳 所 持 者 の 状 況

資 料 ： 町 民 福 祉 課 ※ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在

資 料 ： 町 民 福 祉 課 ※ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 H27 Ｈ28 Ｈ29

肢体不自由 314 306 318 311 313 319

視覚障害 35 35 34 32 34 38

聴覚・平衡機能 47 44 50 55 50 51

音声･言語･そしゃく 5 5 3 4 4 3

内部障害 166 170 167 171 176 181

567 人 560 人 572 人 573 人 577 人 592 人
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１級　̲ 180 180 177 188 187 203

２級　 74 75 76 74 81 86

３級　 99 99 101 95 100 92

４級　 131 131 142 136 134 136

５級　 44 39 40 40 40 38

６級　 39 36 36 40 35 37

567 人 560 人 572 人 573 人 577 人 592 人
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Ⅱ 療 育 手 帳 所 持 者 の 推 移

資 料 ： 町 民 福 祉 課 ※ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在

Ⅲ 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 所 持 者 の 推 移

資 料 ： 山 口 県 ※ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 H27 Ｈ28 Ｈ29

療育手帳Ａ 59 60 59 60 60 61

療育手帳Ｂ 44 47 51 56 59 60

44 人 47 人 51 人 56 人 59 人 60 人

59 人 60 人 59 人
60 人 60 人 61 人
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３級 12 11 12 14 15 16
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（ ５ ） 介 護 保 険 の 状 況

Ⅰ 要 介 護 （ 要 支 援 ） 認 定 者 数 の 推 移

資 料 ： 健 康 保 険 課 ※ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在

（ ６ ） 生 活 保 護 受 給 者 の 状 況

Ⅰ 生 活 保 護 の 被 保 護 人 員 と 保 護 率 の 推 移

資 料 ： 町 民 福 祉 課 ※ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 H27 Ｈ28 Ｈ29

要介護５ 63 63 69 71 73 91

要介護４ 95 93 77 94 105 104

要介護３ 83 97 94 106 129 126

要介護２ 126 142 135 152 142 150

要介護１ 152 165 193 176 208 198

要支援１・２ 212 255 279 300 270 272
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（ ７ ） ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ の 状 況

Ⅰ 田 布 施 町 ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 協 議 会 会 員 数 の 推 移

資 料 ： 田 布 施 町 社 会 福 祉 協 議 会 ※ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 H28 Ｈ29

団体数
26 団体 24 団体 25 団体 23 団体 23 団体

343 人 308 人 311 人 314 人 310 人

個人 19 人 23 人 30 人 31 人 32 人

合計

（重複を除いた人数）
311 人 285 人 294 人 290 人 303 人

311 人 285 人 294 人 290 人 303 人
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２ 住 民 の 福 祉 に 関 す る 意 識 （ ア ン ケ ー ト 結 果 よ り ）

① 地 域 へ の 関 わ り

近 所 の 人 と の つ き あ い で は 、「 ほ と ん ど 関 わ り が な い 」 と 回 答 し て い る 人 が

2.4％ で 、「 親 し く つ き 合 っ て い る 人 が い る 」、「 会 っ た と き に あ い さ つ す る 」、

「 地 域 行 事 や 自 治 会 活 動 で 関 わ る 」と 回 答 し た 人 は 96.3％ で あ っ た こ と か ら 、

ほ と ん ど の 人 が 地 域 と な ん ら か の 関 わ り を 持 っ て 生 活 し て い ま す 。

そ の 中 で 社 会 的 に 弱 い 立 場 の 人 へ の 支 援 に つ い て は 、「 支 援 し た い 」、「 支 援

し た い が 何 を す れ ば い い の か 分 か ら な い 」 と の 回 答 が 49.7％ で 、 町 民 の 約 半

数 が 支 援 す る こ と に 前 向 き な 回 答 で し た 。

し か し 、共 生 社 会 を 築 く た め に も さ ら に「 あ い サ ポ ー ト 運 動 」な ど を 通 じ た

啓 発 活 動 を 行 っ て 、支 援 を す る こ と に 興 味 を 示 さ な い 人 に で き る だ け 関 心 を 持

っ て も ら え る よ う な 施 策 が 必 要 で あ る と 感 じ ま し た 。

援 助 が 必 要 な と き に 、家 族 や 親 戚 以 外 で 誰 に 相 談 し ま す か と の 問 い に は「 近

所 の 人 」 が 「 友 人 ・ 知 人 」 に 次 い で ２ 番 目 に 多 い 30.5％ の 人 が 回 答 し て い ま

す 。

② 必 要 と さ れ る 施 策

必 要 と さ れ る 施 策 に つ い て 30％ を 超 え て 上 位 を 占 め た 回 答 に つ い て 整 理 す

る と 、 下 記 の と お り と な り ま し た 。

・ 子 育 て の 環 境 に 対 す る 施 策

① 経 済 的 援 助 の 拡 充

② 子 ど も が 安 心 し て 遊 べ る 施 設 の 整 備

③ 相 談 窓 口 の 整 備

・ 高 齢 者 に 対 す る 施 策

① 介 護 を す る 家 族 に 対 す る 支 援

② 介 護 を 受 け ら れ る 施 設 の 整 備

③ サ ロ ン な ど 楽 し く 集 ま れ る 場 の 整 備

④ や り が い や 生 き が い づ く り の 充 実

⑤ 声 掛 け な ど の 見 守 り 活 動 や 安 否 確 認 の 推 進

⑥ 介 護 や 福 祉 サ ー ビ ス な ど の 情 報 提 供 の 充 実

・ 障 が い の あ る 人 に 対 す る 施 策

① 働 く 場 所 の 確 保

② 子 ど も が 訓 練 を 受 け れ る 場 の 確 保

③ 医 療 が 必 要 な 人 へ の 支 援

④ 公 共 施 設 や 公 園 、 道 路 、 住 宅 の 環 境 整 備

⑤ 相 談 窓 口 の 充 実
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・ 災 害 時 に 地 域 で 支 え 合 う た め の 施 策

① 日 頃 か ら の 近 所 の 人 と の 交 流

② 地 域 の 災 害 時 要 支 援 者 を 記 載 し た 名 簿 や 地 図 の 作 成 ・ 情 報 共 有

③ 定 期 的 な 防 災 訓 練 ・ 避 難 訓 練 ・ 避 難 所 運 営 訓 練 の 実 施

各 施 策 に お い て 、「 相 談 窓 口 の 整 備 や 充 実 」 が 回 答 の 上 位 に ラ ン ク さ れ て い

ま し た 。行 政 と し て 相 談 体 制 の 整 備 や 情 報 提 供 に 関 し て 、啓 発 活 動 や 組 織 体 制

の 見 直 し な ど に よ り 、さ ら に 充 実 し た 体 制 整 備 を お こ な っ て い く 必 要 が あ り ま

す 。ま た 、災 害 時 に お け る 要 支 援 者 の 情 報 共 有 に つ い て も 、町 が 作 成 し て い る

「 避 難 行 動 要 支 援 者 名 簿 」へ の 登 録 の 促 進 、町 社 会 福 祉 協 議 会 で 作 成 し て い る

「 住 民 支 え 合 い マ ッ プ 」 の 有 効 活 用 な ど 今 後 検 討 す る 課 題 も 見 つ か り ま し た 。

「 子 育 て に お け る 経 済 的 援 助 の 拡 充 」、「 高 齢 者 介 護 を す る 家 族 に 対 す る 支

援 」、「 障 が い の あ る 人 が 働 く こ と が で き る 場 所 の 確 保 」な ど は ア ン ケ ー ト の 回

答 の 最 上 位 で あ り 、現 在 町 や 町 社 会 福 祉 協 議 会 が 行 っ て い る 各 種 の 福 祉 サ ー ビ

ス に つ い て 、利 用 し や す い 環 境 づ く り や 新 た な サ ー ビ ス の 要 望 な ど の 集 約 に よ

り 、安 心 し て 利 用 で き る 福 祉 サ ー ビ ス を 展 開・推 進 し て い く こ と が 求 め ら れ て

い ま す 。

町 や 町 社 会 福 祉 協 議 会 が 取 り 組 む 優 先 的 な 施 策 で は 、施 設 整 備 や サ ー ビ ス の

充 実 や 支 援 の ほ か「 住 民 が 共 に 支 え 合 う 仕 組 み づ く り へ の 支 援 」、「 福 祉 活 動 を

行 う 人 の 人 材 発 掘・人 材 育 成 」、「 ボ ラ ン テ ィ ア な ど の 参 加 の 促 進 や 支 援 」な ど

住 民 、地 域 、事 業 者 、ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 が 連 携 し 、情 報 提 供 や 環 境 整 備 を 優 先

し て 実 施 す る よ う に 町 や 町 社 会 福 祉 協 議 会 に 要 望 し て い ま す 。し か し 、ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動 に 対 す る ア ン ケ ー ト で 「 活 動 に 参 加 し て い な い 」 は 60％ を 超 え て

お り 、 今 後 ど の よ う な ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 し た い で す か と の 回 答 で

26.6％ が 「 参 加 し た い 活 動 は な い 」 と 回 答 し て い ま す 。

町 や 町 社 会 福 祉 協 議 会 が 住 民 の 活 動 を 支 援 し 、共 に 支 え 合 え る 地 域 社 会 を 実

現 す る た め に は 、こ の よ う に 回 答 し た 人 に ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 関 心 を 持 っ て も

ら え る よ う な 啓 発 活 動 や 仕 組 み づ く り を 進 め る こ と が 重 要 で す 。
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第３章 計画の基本的な考え方
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１ 基 本 理 念

「誰もが しあわせ 実現できる町づくり」

互いに尊重し支えあい、自立した豊かな地域福祉の実現を目指す

本 町 で は 、町 の 最 上 位 計 画 で あ る 第 5 次 田 布 施 町 総 合 計 画 に お い て「 笑 顔 と

元 気 あ ふ れ る 住 み よ い ま ち 田 布 施 」を 町 の 将 来 像 と し て 掲 げ て い ま す 。し か し 、

今 日 で は ひ と り 暮 ら し 高 齢 者 や 障 が い 者 な ど へ の 生 活 支 援 だ け で な く 、家 庭 内

暴 力 、 ひ き こ も り 、 虐 待 な ど の 新 た な 福 祉 の 課 題 も 発 生 し て い ま す 。

ま た 、生 活 困 窮 、子 育 て と 介 護 の ダ ブ ル ケ ア 、認 知 症 高 齢 者 の 徘 徊 な ど 従 来

の 制 度 で は 十 分 対 応 で き な い 問 題 も あ り ま す 。こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め 、

国 は 地 域 住 民 や 地 域 の 多 様 な 主 体 が「 我 が 事 」と し て 参 画 し 、人 と 人 、人 と 資

源 が 世 代 や 分 野 を 超 え て「 丸 ご と 」つ な が る こ と で ､地 域 を 共 に 作 っ て い く「 地

域 共 生 社 会 」 の 実 現 を 提 言 し て い ま す 。

本 町 に お い て も 、地 域 住 民 の だ れ も が「 地 域 で 自 分 ら し い 生 活 を 安 心 し て お

く れ る 社 会 」を つ く る た め 、行 政・企 業・ 民 間 団 体・地 域 住 民 が 一 体 と な っ て

こ れ ら の 課 題 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

２ 基 本 目 標

誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で ､安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り の た め 、 住 民 ・ 関 係

機 関 、各 種 団 体 と 行 政 が 連 携 し 、地 域 社 会 が 互 い に 助 け 合 い 、支 え 合 う 仕 組 み

づ く り を 推 進 し 、地 域 社 会 を 構 成 し て い る 全 て の 人 が 自 ら の 役 割 と 責 任 を 果 た

し な が ら 、高 齢 者 や 障 が い の あ る 人 な ど が 暮 ら し や す い 、開 か れ た 社 会 づ く り

を 促 進 し ま す 。

基 本 理 念 を 実 現 す る た め に ２ つ の 基 本 目 標 を 定 め 、 行 政 や 社 会 福 祉 協 議 会 、

住 民 の 役 割 を 明 確 に し 、 そ れ ぞ れ の 取 り 組 み を 推 進 し て い き ま す 。

Ⅰ 安心して生活できる地域づくり

Ⅱ 地域福祉を推進するための体制づくり
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３ 計 画 の 体 系

基 本 理 念

誰もが しあわせ 実現できる町づくり

基 本 目 標 Ⅰ

安心して生活できる地域づくり

１ ふれあいの機会・場の提供

２ 相談機関の連携と相談活動の充実

３ 情報提供体制の整備

４ 見守り体制の強化

５ 災害時の支援の強化

６ 生活困窮者対策

７ バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進

基 本 目 標 Ⅱ

地域福祉を推進するための体制づくり

１ 地域包括ケアシステムの構築

２ 権利擁護体制の充実

３ 人権・男女共同参画の啓発

４ 子育て支援体制の構築

５ 社会福祉協議会の機能強化

６ ボランティア人材育成
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第４章 地域福祉推進のための取り組み
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基 本 目 標 Ⅰ 安心して生活できる地域づくり

誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 全 で 安 心 し て 生 活 を 送 る た め に は 、地 域 で の 支 え

合 い が 必 要 で す 。子 育 て 世 代 や 高 齢 者 、障 が い の あ る 人 な ど 支 援 を 必 要 と す る

人 た ち が 地 域 の 中 で 、そ の 人 ら し い 生 活 を 主 体 的 に 送 る こ と が で き る 地 域 を 目

指 し ま す 。

１ ふ れ あ い の 機 会 ・ 場 の 提 供

地 域 の 人 が 親 し く 語 り 合 い 、ふ れ あ え る 機 会 を 増 や し 、人 と 人 の 繋 が り を

深 め て い く こ と で 、 地 域 の 見 守 り や 支 え 合 い の 基 礎 づ く り を 行 い ま す 。

２ 相 談 機 関 の 連 携 と 相 談 活 動 の 充 実

日 々 の 生 活 の 中 で 、困 っ た り 悩 ん だ り し た 時 や 支 援 が 必 要 に な っ た 時 、気

軽 に 相 談 し よ う と 思 え る 人 や 機 関 が 一 人 で も 一 つ で も あ る こ と が 重 要 で す 。

ど の よ う な 相 談 内 容 で も 、専 門 機 関 が 連 携 す る こ と で 適 切 な 支 援 を 行 う こ と

が で き ま す 。ま た 、民 生 委 員・児 童 委 員 な ど 地 域 に 近 い 相 談 員 の 資 質 向 上 に

努 め 、 相 談 活 動 を 充 実 さ せ て い き ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 日 ご ろ か ら 挨 拶 や 声 か け な ど を 行 い 、近 隣 の 住 民 と 良 好 な

関 係 を 築 き ま す 。

◉ 地 域 活 動 に 積 極 的 に 参 加 し 、よ り よ い 関 係 の 構 築 を 図 り ま

す 。

行 政 の 役 割 ◉ 地 域 の 人 の ふ れ あ い の 機 会 や 場 を 作 る た め の 支 援 を 行 い

ま す 。

◉ 住 民 の 「 居 場 所 」 づ く り の た め の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 高 齢 者 等 、誰 も が 参 加 し や す い「 ふ れ あ い・い き い き サ ロ

ン 」 の 開 設 を 支 援 し 、 交 流 の 機 会 の 確 保 を 図 り ま す 。

◉「 ふ れ あ い・い き い き サ ロ ン 」の 増 設 や 担 い 手 を 育 成 す る

た め の 研 修 会 を 開 催 し ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ ど ん な 些 細 な こ と で も 一 人 で 悩 ま ず 、身 近 な 人 に 相 談 し ま

す 。

行 政 の 役 割 ◉ 専 門 機 関 と の 連 携 を 強 化 し 、情 報 共 有 を 図 り な が ら 適 切 な

支 援 を 行 い ま す 。

◉ 相 談 窓 口 の 一 本 化 や 、相 談 し や す い 窓 口 の 設 置 を 推 進 し ま

す 。

◉ 相 談 内 容 に 応 じ て 、 適 切 な 相 談 機 関 等 へ 繋 げ て い き ま す 。

◉ 困 り ご と 相 談 、 無 料 法 律 相 談 の 実 施 。

社 協 の 役 割 ◉ 住 民 が 心 配 ご と 等 を 民 生 委 員・児 童 委 員 に 気 軽 に 相 談 で き

る よ う 、民 生 委 員・児 童 委 員 の 活 動 を 紹 介 し 、理 解 促 進 を

図 り ま す 。

◉ 相 談 関 係 機 関 と の 連 携 を 強 化 し 、情 報 共 有 を し な が ら 問 題

解 決 に 努 め ま す 。



- 24 -

３ 情 報 提 供 体 制 の 整 備

住 民 が 行 政 か ら の 情 報 を 得 る 方 法 と し て 、町 広 報 紙 や 社 協 だ よ り 、ホ ー ム

ペ ー ジ 、配 信 メ ー ル な ど が あ り ま す 。多 く の 高 齢 者 は パ ソ コ ン や ス マ ー ト フ

ォ ン 、携 帯 電 話 で イ ン タ ー ネ ッ ト や メ ー ル を 使 っ て 情 報 収 集 す る こ と は 難 し

く 、 紙 媒 体 の 情 報 が 非 常 に 重 要 と な り ま す 。

広 報 や ホ ー ム ペ ー ジ を 見 や す く 誰 も が 理 解 し や す い も の に す る と と も に 、

高 齢 者 な ど 支 援 が 必 要 な 人 に つ い て は 、日 頃 、住 民 と 接 す る 機 会 の 多 い 民 生

委 員 や 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 な ど と 連 携 し 、 情 報 提 供 を 充 実 さ せ て い き ま す 。

４ 見 守 り 体 制 の 強 化

ど れ だ け 相 談 窓 口 が 充 実 し て も 、な か な か 自 分 か ら 相 談 で き な い 人 や 、相

談 す る こ と が で き な い 状 況 に な っ て し ま う 人 は い ま す 。支 援 の 必 要 な 人 を 発

見 す る た め に は 見 守 り 体 制 が 充 実 し な け れ ば な り ま せ ん 。

特 に 高 齢 者 で は 、認 知 症 の 疑 い の あ る 人 を 早 期 に 発 見 す る こ と が で き れ ば 、

適 切 な 支 援 を 行 う こ と で 認 知 症 の 進 行 を 遅 ら せ る こ と が で き ま す 。ま た 近 年

は 高 齢 者 を 狙 っ た 詐 欺 事 件 な ど 消 費 者 被 害 が 増 加 し て い る こ と も あ り 、被 害

を 未 然 に 防 ぐ た め に も 見 守 り や 声 か け の 強 化 が 求 め ら れ ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 広 報 紙 や ホ ー ム ペ ー ジ な ど を し っ か り 読 ん で 、必 要 な 情 報

を 入 手 し ま す 。

◉「 田 布 施 町 メ ー ル 配 信 サ ー ビ ス 」の 登 録 を し て 、様 々 な 情

報 を 入 手 し ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 町 広 報 紙 や ホ ー ム ペ ー ジ を 高 齢 者 や 障 が い の あ る 人 に も

見 や す く 分 か り や す い も の に し ま す 。

◉ 福 祉 関 係 事 業 者 等 と 連 携 し 、必 要 な 人 に 必 要 な 情 報 提 供 を

行 え る 体 制 を 構 築 し ま す 。

◉「 田 布 施 町 メ ー ル 配 信 サ ー ビ ス 」を 利 用 し て 、様 々 な 情 報

を 提 供 す る よ う に 努 め ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 社 協 だ よ り や ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し て 、幅 広 い 世 代 へ の 福

祉 情 報 の 周 知 に 努 め ま す 。

◉ 民 生 委 員・児 童 委 員 や ボ ラ ン テ ィ ア な ど 地 域 で 見 守 り を 行

う 人 と 連 携 し て 情 報 提 供 を 行 い ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 地 域 で 支 援 が 必 要 な 人 を み ん な で 見 守 り 、何 か 問 題 が あ れ

ば 相 談 機 関 に 連 絡 を し ま す 。

行 政 の 役 割 ◉「 高 齢 者 見 守 り ネ ッ ト ワ ー ク 」体 制 を 強 化 し 、徘 徊 の 心 配

な ど が あ る た め 、事 前 登 録 を し て い る 人 の 日 頃 か ら の 見 守

り を 充 実 さ せ ま す 。

◉「 防 犯 パ ト ロ ー ル 隊 」に よ る 見 回 り を 強 化 す る た め 、参 加

者 を 増 や す 取 り 組 み を 行 い ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 福 祉 の 輪 づ く り 運 動 に よ る 一 体 的 で き め 細 か い 地 域 の 見

守 り 体 制 や 活 動 を 促 進 し ま す 。
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５ 災 害 時 の 支 援 の 強 化

近 年 、東 日 本 大 震 災 や 熊 本 地 震 な ど の 大 規 模 災 害 や 、県 内 で は 大 雨 に よ る

自 然 災 害 が 多 発 し た こ と な ど に よ り 町 民 の 防 災 意 識 は 高 ま っ て い ま す 。災 害

に よ る 犠 牲 者 を 出 さ な い た め に は 、防 災 訓 練 や 避 難 準 備 な ど の 日 頃 か ら の 備

え と 、 地 域 住 民 の つ な が り に よ る 支 え 合 い が 重 要 と な り ま す 。

災 害 時 、 一 人 で は 避 難 が で き な い 人 に つ い て は 、 地 域 の 支 援 者 や 行 政 が 連

携 し て 支 援 を 行 い ま す 。

６ 生 活 困 窮 者 対 策

生 活 保 護 に 至 る 前 の 段 階 の 自 立 支 援 策 の 強 化 を 図 る た め 、 平 成 27 年 4 月

に 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 が 施 行 さ れ ま し た 。 生 活 困 窮 者 に 対 し 、 自 立 支 援 相

談 事 業 の 実 施 、 住 居 確 保 給 付 金 等 の 支 援 を 行 う た め の 所 要 の 措 置 を 講 ず る こ

と と し て お り ま す 。 自 立 相 談 、 就 労 準 備 、 家 計 相 談 な ど 、 こ れ ま で 行 っ て い

た 自 治 体 と ハ ロ ー ワ ー ク が 一 体 と な っ た 就 労 支 援 か ら 、 さ ら に 踏 み 込 ん だ 多

様 な 支 援 を 行 い 、 失 業 者 や ニ ー ト 、 引 き こ も り な ど 様 々 な 要 因 で 生 活 困 窮 に

陥 っ て 、 地 域 で の 生 活 が 困 難 に な っ て い る 人 に 対 し 、 そ の 人 の 状 況 に あ っ た

サ ー ビ ス を 提 供 し 、 自 立 に 向 け た 支 援 を 行 い ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 地 域 の 防 災 訓 練 へ の 参 加 や 各 種 防 災 マ ッ プ に よ り 、地 域 や

家 庭 で 災 害 が 起 き た と き の 準 備 を し て お き ま す 。

◉ 災 害 時 に 自 力 で 避 難 が で き な い 人 は 、「 避 難 行 動 要 支 援 者 」

へ の 登 録 を 行 っ て お く な ど 災 害 に 備 え た 準 備 を し ま す 。

◉ 避 難 行 動 に 支 援 が 必 要 な 人 を 事 前 に 把 握 し て お き 、災 害 時

の 避 難 の 方 法 の 検 討 や 、日 常 的 な 見 守 り を 通 じ て 、地 域 の

人 と 良 好 な 関 係 を 構 築 し ま す 。

行 政 の 役 割 ◉「 避 難 行 動 要 支 援 者 制 度 」に つ い て 周 知 し 、地 域 の 支 援 者

や 関 係 機 関 と 連 携 し 、 災 害 時 の 支 援 体 制 を 整 備 し ま す 。

◉ 障 が い の あ る 人 や 介 護 の 必 要 な 人 が 安 心 し て 避 難 で き る

よ う 「 福 祉 避 難 所 」 の 体 制 を 整 備 し ま す 。

◉ 地 域 の 自 主 防 災 活 動 に 対 し 、研 修 や 情 報 提 供 な ど 体 制 強 化

の た め の 支 援 を 行 い ま す 。

◉「 地 域 ぐ る み の 防 災 キ ャ ン プ 」を 実 施 し 、防 災 に つ い て の

理 解 促 進 を 図 り ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 町 内 の 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 ・ 支 援 を 行 い ま す 。

◉ 災 害 時 に 町 が 設 置 す る「 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 」の 適

切 な 運 営 の た め 、 平 時 か ら 充 分 な 準 備 を 行 い ま す 。

◉ い ざ と い う 時 の た め に 「 救 急 医 療 情 報 キ ッ ト 」 を 配 布 し 、

緊 急 時 に 迅 速 な 対 応 が で き る 体 制 を 整 備 し ま す 。
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７ バ リ ア フ リ ー ・ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 推 進

高 齢 者 や 障 が い の あ る 人 が 地 域 で 生 活 し て い く 上 で 、 障 壁 （ バ リ ア ） と な

っ て い る も の は 物 理 的 な も の だ け で な く 社 会 的 、 制 度 的 、 心 理 的 な も の な ど

様 々 で す 。 そ の よ う な 全 て の 障 壁 （ バ リ ア ） に 対 処 す る と い う 考 え 方 （ バ リ

ア フ リ ー ） と と も に 、 施 設 や 製 品 は 誰 も が 使 い や す く 利 用 し や す い も の に す

る と い う 考 え 方（ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ）に 基 づ い た 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

ま た 、山 口 県 が 行 っ て い る「 あ い サ ポ ー ト 運 動 」の 推 進 に つ い て 積 極 的 に

取 り 組 み ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 生 活 に 困 っ た ら 、役 場 や 社 協 、東 部 社 会 福 祉 事 務 所 な ど に

相 談 し ま す 。

◉ 近 く に 生 活 で 困 っ て い る 人 が い た ら 、役 場 や 社 協 、東 部 社

会 福 祉 事 務 所 な ど に 連 絡 し ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 社 協 や 東 部 社 会 福 祉 事 務 所 、 ハ ロ ー ワ ー ク な ど と 連 携 し 、

生 活 困 窮 者 の 早 期 発 見 に 努 め ま す 。

◉ 生 活 困 窮 者 の 住 居 や 就 労 の 場 を 創 出 し ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 地 域 の 身 近 な 相 談 先 と し て 、 相 談 体 制 を 整 備 す る 。

◉ 町 や 関 係 機 関 と の 連 携 を 図 り 、生 活 困 窮 者 を 地 域 で 支 援 す

る 仕 組 み や 体 制 づ く り を 行 い ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 障 が い 特 性 や 高 齢 者 の 特 徴 を 理 解 し 、支 え あ う こ と で 心 の

バ リ ア フ リ ー を 行 い ま す 。

◉「 あ い サ ポ ー タ ー 」と な り 障 が い の あ る 人 へ の 支 援 の 輪 を

広 げ て い き ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 公 共 施 設 の バ リ ア フ リ ー 化 を 推 進 す る 。

◉ 障 が い 者 雇 用 の 促 進 の た め ハ ロ ー ワ ー ク や 福 祉 事 業 者 と

の 連 携 を 強 化 す る 。

◉ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 製 品 の 普 及 促 進 を 行 い ま す 。

◉ 「 あ い サ ポ ー タ ー 」 の 養 成 、「 サ ポ ー ト マ ー ク 」 の 普 及 、

「 あ い サ ポ ー ト 運 動 」 の 啓 発 を 行 い ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 地 域 や 学 校 で 、障 が い 者 や 高 齢 者 の 移 動 や 生 活 の 困 難 さ を

疑 似 体 験 す る な ど の 研 修 や 講 習 を 行 い 、ユ ニ バ ー サ ル デ ザ

イ ン や バ リ ア フ リ ー の 必 要 性 の 理 解 に 努 め ま す 。

◉ 福 祉 車 両 の 貸 し 出 し を 行 い 、車 イ ス で 生 活 を し て い る 人 な

ど の 移 動 を 支 援 し 、 社 会 参 加 の 促 進 を 図 り ま す 。
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基 本 目 標 Ⅱ 地域福祉を推進するための体制づくり

基 本 目 標 Ⅰ の「 安 心 し て 生 活 で き る 地 域 づ く り 」を 行 う た め 、行 政 や 社 協 が

中 心 と な っ て 地 域 で の 連 携 を 推 進 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 に 取 り 組 み

ま す 。 ま た 、 支 援 を す る 側 の 体 制 を 整 備 し 、 地 域 福 祉 を 推 進 し ま す 。

１ 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム と は 、高 齢 者 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 、い つ ま で も 健 康

で 生 き が い を も っ て 生 活 で き る よ う 、医 療・介 護 が 連 携 し 、介 護 予 防 や 住 ま

い 、 生 活 支 援 な ど を 包 括 的 に 確 保 す る 体 制 を 言 い ま す 。

医 療 や 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 、関 係 機 関 の 連 携 だ け で な く 、地 域 住 民 の 主 体

的 な 取 り 組 み や 、ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 支 援 活 動 を 推 進 し 、よ り よ い 体 制 の 構

築 に 向 け た 取 り 組 み を 行 い ま す 。

ま た 、国 が 推 進 し て い る 精 神 障 害 者 に 対 応 し た 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構

築 を 検 討 し て い き ま す 。

２ 権 利 擁 護 体 制 の 充 実

福 祉 サ ー ビ ス を 利 用 す る 人 が 高 齢 や 障 が い 等 に よ っ て 判 断 能 力 が 低 下 し

た 場 合 で も 、権 利 が 擁 護 さ れ る 体 制 の 充 実 や 、認 知 症 や 知 的 障 害 、精 神 障 害

な ど に よ っ て 判 断 能 力 が 不 十 分 な 人 の 法 律 上 の 権 利 を 保 護 す る 仕 組 み で あ

る 「 成 年 後 見 制 度 」 を 推 進 し 、 制 度 や 事 業 に 関 す る 啓 発 を 行 い ま す 。

ま た 、 行 政 ・ 社 協 ・ 福 祉 関 係 機 関 に よ る 連 携 に 家 庭 裁 判 所 ・ 弁 護 士 会 ・ 司

法 書 士 会 ・ 社 会 福 祉 士 会 な ど 司 法 分 野 と の 連 携 を 強 化 し 、 成 年 後 見 制 度 の 利

用 を 促 進 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク を 整 備 し ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 介 護 予 防 や 健 康 づ く り を 積 極 的 に 行 う な ど 、介 護 が 必 要 な

状 態 に な ら な い よ う に 努 め ま す 。

◉ 地 域 で 支 援 を 行 う ボ ラ ン テ ィ ア と し て 活 動 を 行 い ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 医 療 機 関 や 介 護 サ ー ビ ス 事 業 所 と の 更 な る 連 携・情 報 共 有

を 図 り 、 体 制 の 強 化 を 行 い ま す 。

◉ 介 護 予 防 や 健 康 づ く り の た め の 事 業 を 推 進 し ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 地 域 の 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 を 行 い ま す 。

◉ 地 域 の 住 民 が 抱 え る 問 題 を 早 期 に 発 見 し 、関 係 機 関 と 連 携

し て 支 援 を 行 い ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 権 利 擁 護 が 必 要 と 思 わ れ る 人 の 早 期 発 見 の た め 、地 域 の 見

守 り 活 動 を 行 い ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 成 年 後 見 制 度 や 権 利 擁 護 事 業 の 利 用 促 進 、普 及 啓 発 を 行 い

ま す 。

◉「 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク 」を 構 築 す る た

め 、 司 法 分 野 の 関 係 機 関 等 と の 連 携 を 強 化 し ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 日 常 生 活 自 立 支 援 事 業 を 行 う 専 門 員 や 生 活 支 援 員 の 資 質

向 上 に 努 め ま す 。
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３ 人 権 ・ 男 女 共 同 参 画 の 啓 発

人 権 問 題 に 対 す る 理 解 不 足 や 誤 っ た 認 識 に よ る 差 別 や 偏 見 の な い 地 域 社

会 、男 性 も 女 性 も あ ら ゆ る 分 野 で 対 等 に 活 躍 で き る 地 域 社 会 の 実 現 を 目 指 し

ま す 。ま た 、虐 待 や Ｄ Ｖ に よ る 被 害 を 未 然 に 防 ぐ た め の 見 守 り や 相 談 体 制 を

整 備 し ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 人 権 問 題 に 対 す る 正 し い 知 識 が 持 て る よ う 、人 権 に 関 す る

理 解 を 深 め ま す 。

◉ 虐 待 や Ｄ Ｖ の 疑 い が あ る 人 を 見 付 け た 場 合 は 、す ぐ に 相 談

機 関 へ 通 報 を 行 い ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 人 権 侵 害 や 差 別 を な く す た め の 啓 発 ・ 教 育 を 行 い ま す 。

◉ 虐 待 に 対 し 早 急 な 対 応 が で き る 体 制 を 整 備 し 、関 係 機 関 と

の 連 携 を 強 化 し ま す 。

◉ 子 育 て や 介 護 を し て い る 人 の 支 援 を 行 い 、男 女 共 同 参 画 を

推 進 し ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 男 性 も 女 性 も 活 躍 で き る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 場 を 開 拓 し

ま す 。

◉ 地 域 の 見 守 り ボ ラ ン テ ィ ア を 育 成 し 、虐 待 や Ｄ Ｖ を 未 然 に

防 ぐ た め の 相 談 体 制 を 整 備 し ま す 。
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４ 子 育 て支 援 体制 の 構築

地 域 全 体 で 取 り 組 む 子 育 て・親 育 て を 推 進 す る た め に は 、家 庭・学 校・地

域・企 業・行 政 な ど 社 会 全 体 で 、そ れ ぞ れ の 役 割 を 担 い な が ら 連 携 と 協 力 を

持 っ て 取 り 組 む こ と が 重 要 で す 。ま た 、児 童 虐 待 な ど 要 保 護 に 対 す る 迅 速 な

対 応 も 求 め ら れ て い ま す 。 安 心 し て 子 ど も を 産 み ､育 て ら れ る よ う 、 子 育 て

支 援 に 関 す る 施 策 の 指 針 と な る「 田 布 施 町 子 ど も 子 育 て 支 援 事 業 計 画 」に よ

り 、子 ど も 子 育 て 支 援 事 業 の 推 進 、家 庭・地 域 の 子 育 て 支 援 、保 育 サ ー ビ ス

の 充 実 、 ひ と り 親 家 庭 へ の 支 援 な ど を 総 合 的 ・ 計 画 的 に 推 進 し ま す 。

妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 に わ た る 様 々 な ニ ー ズ に 対 し て 、総 合 的 相 談 支 援 を 提

供 す る ワ ン ス ト ッ プ 拠 点 と し て 、地 域 の 様 々 な 関 係 機 関 と 情 報 を 共 有 し ネ ッ

ト ワ ー ク を 構 築 す る「 子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー 」を 整 備 し ま す 。妊 産 婦・

乳 幼 児 等 の 情 報 を 一 元 化 し 把 握 す る こ と で 適 切 な 支 援 と 事 後 の フ ォ ロ ー ア

ッ プ を 行 う と と も に 、関 係 機 関 の 連 携 を 強 化 し 地 域 と の 協 力 関 係 を 推 進 し ま

す 。

住 民 の 役 割 ◉ 子 育 て の 悩 み が あ れ ば 、1 人 で 悩 ま ず 相 談 機 関 に 相 談 し ま

す 。

◉ 泣 き 声 な ど 児 童 虐 待 が 疑 わ れ た 時 は 、す ぐ に 関 係 機 関 に 通

報 し ま す 。

◉ 防 犯 パ ト ロ ー ル な ど の 見 守 り と あ い さ つ・声 か け な ど を 行

い ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 虐 待 の 未 然 防 止・早 期 発 見 の た め 、見 守 り や 相 談 体 制 を 強

化 し ま す 。

◉ 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 に わ た る ま で の 様 々 な ニ ー ズ に 対 し

て 切 れ 目 の な い 総 合 的 な 相 談 支 援 を ワ ン ス ト ッ プ 拠 点 で

提 供 す る「 子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー 」を 整 備 し 、子 育

て に 関 す る 関 係 機 関 の 連 携 を 強 化 し 、地 域 と の 協 働 を 推 進

し ま す 。

◉「 幼 保 小 中 連 携 会 議 」を と お し て 支 援 の 必 要 が あ る 児 童 の

早 期 発 見 に 努 め 、 適 切 な 支 援 に つ な げ ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 子 育 て ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 ・ 支 援 を 行 い ま す 。

◉ 関 係 機 関 と の 連 携 を 強 化 し 、民 生 委 員・児 童 委 員 に よ る 地

域 の 実 態 把 握 や 見 守 り 相 談 活 動 を 充 実 さ せ ま す 。

◉ ひ と り 親 家 庭 の 各 種 支 援 制 度 の 活 用 を 促 進 し ま す 。
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５ 社 会 福祉 協 議会 の 機能 強 化

社 会 福 祉 協 議 会 は 、地 域 に 近 い 存 在 と し て 住 民 の 相 談 窓 口 、各 専 門 機 関 と

の 密 接 な 連 携 な ど 地 域 福 祉 の 中 心 的 な 役 割 を 担 う こ と が 期 待 さ れ ま す 。

地 域 の 特 性 に 合 っ た サ ー ビ ス の 提 供 や ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 を 一 層 推 進 す

る た め 、 組 織 の 機 能 強 化 を 行 い ま す 。

６ ボ ラ ンテ ィ ア人 材 育成

社 会 福 祉 協 議 会 の 重 要 な 役 割 の 一 つ と し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 人 材 の 育 成 が あ

り ま す 。 大 規 模 な 災 害 が 起 き た と き 、 行 政 や 社 協 の 職 員 だ け で は 対 応 し き れ

ま せ ん 。 そ の よ う な 時 に 力 を 発 揮 す る の が ボ ラ ン テ ィ ア で す 。 ま た 、 日 頃 の

地 域 の 見 守 り や 、 社 協 の 活 動 も 、 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア の 協 力 が あ る か ら こ そ

実 施 す る こ と が で き ま す 。 地 域 で ボ ラ ン テ ィ ア に 携 わ る 人 を 一 人 で も 多 く 育

成 し 、 地 域 福 祉 の 向 上 に 努 め ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ 社 会 福 祉 協 議 会 が 行 っ て い る 事 業 を よ く 知 り 、活 動 へ 協 力

を し ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 社 会 福 祉 協 議 会 の 運 営 費 の 助 成 や 業 務 連 携 を 充 実 さ せ 、協

働 に よ る 地 域 福 祉 の 推 進 を 行 い ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 社 会 福 祉 協 議 会 の 活 動 内 容 を 住 民 に 知 っ て も ら う た め 、情

報 提 供 や 広 報 を 積 極 的 に 行 い ま す 。

◉ 地 域 の ニ ー ズ を 把 握 し 、よ り 良 い サ ー ビ ス の 提 供 を 行 い ま

す 。

◉ 災 害 に 備 え て ボ ラ ン テ ィ ア を 育 成 し ま す 。

◉ 町 や 福 祉 関 係 団 体 等 と の 連 携 強 化 に 努 め ま す 。

◉ 福 祉 の 輪 づ く り 運 動 を 推 進 し ま す 。

住 民 の 役 割 ◉ ボ ラ ン テ ィ ア に 興 味 を も ち 、研 修 や 活 動 に 積 極 的 に 参 加 を

し ま す 。

行 政 の 役 割 ◉ 社 会 福 祉 協 議 会 と 連 携 し 、住 民 の ボ ラ ン テ ィ ア 意 識 高 揚 の

た め の 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。

社 協 の 役 割 ◉ 幅 広 い 分 野 で の ボ ラ ン テ ィ ア を 育 成 で き る よ う 、様 々 な 情

報 発 信 を 行 い ま す 。

◉ ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て の 研 修 会 や 講 習 会 を 実 施 し 、ボ ラ ン

テ ィ ア 人 材 の 育 成 や 資 質 向 上 を 図 り ま す 。

◉ ボ ラ ン テ ィ ア 祭 り を 開 催 し 、住 民 の ボ ラ ン テ ィ ア へ の 理 解

や 興 味 関 心 を 高 め ま す 。
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第５章 計画の推進と評価
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１ 計 画 の 推 進 体 制

こ の 計 画 は 、福 祉 、保 健 、医 療 、介 護 、子 育 て 、男 女 共 同 参 画 、人 権 な ど 幅

広 い 領 域 を 含 ん で い ま す 。そ の た め 、計 画 の 理 念 に 沿 っ て 推 進 を す る た め に は 、

町 と 町 社 会 福 祉 協 議 会 を は じ め と し て 、住 民 、福 祉 関 係 団 体 、福 祉 施 設 、企 業

な ど 、 様 々 な 主 体 が 協 働 す る こ と が 必 要 で す 。

ま た 、個 人 、家 族 を 含 め た 地 域 社 会 全 体 で 共 に 支 え 合 い 、共 に 助 け 合 う と い

う 考 え 方 の 普 及 を 図 る こ と が 重 要 で あ る た め 、広 報 活 動 な ど を 通 じ 広 く 住 民 参

加 を 呼 び か け る と と も に 、町 と 町 社 会 福 祉 協 議 会 が 連 携 を 強 化 し「 地 域 共 生 社

会 」 の 実 現 に 向 け た 推 進 体 制 を 確 立 し ま す 。

２ 計 画 の 評 価

計 画 の 推 進 に あ た っ て は 、 各 分 野 の 事 業 の 実 施 状 況 や 計 画 の 進 捗 状 況 を 点

検 ・ 評 価 し 、 必 要 に 応 じ て 計 画 の 見 直 し を 行 い 、 柔 軟 に 運 用 し て い き ま す 。
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資料編
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１ 町民 ア ンケ ー ト 調査 結 果

問１ 同居家族の状況（複数回答）

問２ 近所の人とどの程度のおつきあいをしていますか。

207

78

42

41

40

123

30

45.5%

17.1%

9.2%

9.0%

8.8%

27.0%

6.6%

0 50 100 150 200 250

高齢者（６５歳以上）がいる

学生がいる

障がいのある人がいる

乳幼児（小学校入学前）がいる

介護の必要な人がいる

どれにも該当しない

無回答

160

148

130

11

2

4

35.2%

32.5%

28.6%

2.4%

0.4%

0.9%

0 50 100 150 200

親しくつきあっている人がいる

会ったときにあいさつをする程度

地域行事や自治会活動で関わるくらい

ほとんど関わりがない

その他

無回答
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問３ 近所で何らかの支援を必要としている人（１人暮らしの高齢者・介護をしている 家

族・子育て中の家族など）への支援（日常生活の手助け、お手伝い）について、あな

たの考えに最も近いのはどれですか。

問４ 日常生活においてどのような悩みや不安を感じていますか。（複数回答）

176

125

50

45

30

9

11

9

38.7%

27.5%

11.0%

9.9%

6.6%

2.0%

2.4%

2.0%

0 50 100 150 200

　　近所に住む者として、
できる範囲で支援をしたい

自分や家族のことで精いっぱいで
　　　　　支援をする余裕がない

支援をしたいが何をすれば
　　　いいのか分からない

よくわからない

余計なお世話になってしまうと
　　いけないので支援はしない

支援は行政などにお願いし、
　近所の者がしなくてもよい

その他

無回答

278

219

144

114

83

54

49

43

38

24

19

4

61.1%

48.1%

31.6%

25.1%

18.2%

11.9%

10.8%

9.5%

8.4%

5.3%

4.2%

0.9%

0 50 100 150 200 250 300

健康や病気のこと

老後のこと

経済的なこと

介護のこと

災害時の備えに関すること

子育てのこと

人間関係に関すること

住宅のこと

悩みや不安はない

地域の治安のこと

その他

無回答
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問５ 介護や子育てで困っている家庭に、あなたはどのような手助けができますか。（複数回答）

問６ 誰かの援助が必要なとき、家族や親戚以外で誰に（どこに）相談しますか。（複数回答）

283

120

118

93

53

43

31

28

19

34

35

62.2%

26.4%

25.9%

20.4%

11.6%

9.5%

6.8%

6.2%

4.2%

7.5%

7.7%

0 50 100 150 200 250 300

見守りや安否確認の声かけ

お年寄りの話し相手

災害時の手助け

買い物の手伝い

悩み事の相談相手

簡単な家事の手伝い

通院などの外出の手伝い

短時間の子どもの預かり

お弁当の配食

その他

無回答

257

139

122

88

73

73

61

58

48

40

34

17

8

15

9

56.5%

30.5%

26.8%

19.3%

16.0%

16.0%

13.4%

12.7%

10.5%

8.8%

7.5%

3.7%

1.8%

3.3%

2.0%

0 50 100 150 200 250 300

友人・知人

近所の人

町役場

民生委員・児童委員

病院・薬局

介護支援専門員（ケアマネジャー）

自治会長・班長

町地域包括支援センター

町社会福祉協議会

インターネット

町保健センター

県健康福祉センター（柳井保健所）

障がい者相談支援専門員

その他

無回答
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問７ 町社会福祉協議会を知っていますか。

問８ 町社会福祉協議会は、どのような活動に重点を置いて活動を行うべきだと思いますか。

（複数回答）

261

107

72

15

57.4%

23.5%

15.8%

3.3%

0 50 100 150 200 250 300

　　名前は知っているが、
活動の内容はよく知らない

名前も活動内容も知っている

名前も活動内容も知らない

無回答

211

206

173

173

165

78

57

45

15

28

46.4%

45.3%

38.0%

38.0%

36.3%

17.1%

12.5%

9.9%

3.3%

6.2%

0 50 100 150 200 250

地域でのふれあい・助け合いを進める活動

生活や福祉に関わる相談活動

在宅で健やかに生活することを支援する活動

　　　日常生活上の判断が充分できない方が、
地域で安心して生活できるように支援する活動

福祉情報を皆さんに広く伝える活動

ボランティアの皆さんを応援する活動

児童・生徒・学生・社会人の皆さんの
　　　　　　福祉体験を応援する活動

　経済的に困っている方の
生活費用等を貸付する活動

その他

無回答
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問９ 日ごろ、どのようなボランティア活動に参加していますか。（複数回答）

問１０ 今後、どのようなボランティア活動に参加したいですか。（複数回答）

294

74

56

24

20

7

6

4

4

20

17

64.6%

16.3%

12.3%

5.3%

4.4%

1.5%

1.3%

0.9%

0.9%

4.4%

3.7%

0 50 100 150 200 250 300 350

参加していない

環境美化・リサイクル等に関する活動
（自然愛護、美化活動、リサイクル運動など）

文化・教養・スポーツ等生涯学習に関する活動
（公民館講座、文化財、スポーツクラブなど）

防犯や防災、その他地域の安全に関する活動
（防犯パトロール、災害時の支援、交通安全など）

高齢者に関する活動
（高齢者の見守り、施設訪問など）

保健に関する活動
（健康づくりの支援など）

子育てに関する活動
（子育て相談、子育てサークル支援など）

障がいのある人に関する活動
（手話や点訳による支援、外出支援、施設訪問など）

災害ボランティア活動

その他

無回答

121

104

93

67

46

41

35

28

20

41

32

26.6%

22.9%

20.4%

14.7%

10.1%

9.0%

7.7%

6.2%

4.4%

9.0%

7.0%

0 50 100 150

参加したい活動はない

文化・教養・スポーツ等生涯学習に関する活動
（公民館講座、文化財、スポーツクラブなど）

環境美化・リサイクル等に関する活動
（自然愛護、美化活動、リサイクル運動など）

高齢者に関する活動
（高齢者の見守り、施設訪問など）

災害ボランティア活動

防犯や防災、その他地域の安全に関する活動
（防犯パトロール、災害時の支援、交通安全など）

子育てに関する活動
（子育て相談、子育てサークル支援など）

保健に関する活動
（健康づくりの支援など）

障がいのある人に関する活動
（手話や点訳による支援,外出支援,施設訪問など）

その他

無回答
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問１１ 子育てをしやすい環境を整備するためにどのようなことが必要だと思いますか。（複数回答）

問１２ 高齢者が健康でいきいきと暮らしていくためにどのようなことが必要だと思いますか。（複数回答）

194

191

160

134

114

103

103

98

67

66

56

14

39

42.6%

42.0%

35.2%

29.5%

25.1%

22.6%

22.6%

21.5%

14.7%

14.5%

12.3%

3.1%

8.6%

0 50 100 150 200 250

出産費用や医療費の負担軽減、
児童手当や扶養控除の拡充など経済的援助の拡充

子どもが安心して遊べる公園や屋内施設の整備

子育てに困ったときの相談窓口の整備

幼稚園や保育所の開所時間の延長

子育て支援に関する情報提供の充実

母子健診の充実

病児・病後児保育の充実

子育て中の親が集える場所の整備

妊娠・出産・子育てに関する学習機会の提供

公共施設や駅、商業施設のバリアフリー化や
授乳設備等の環境整備

よく分からない

その他

無回答

192

176

158

152

142

139

133

126

118

117

108

100

43

30

13

24

42.2%

38.7%

34.7%

33.4%

31.2%

30.5%

29.2%

27.7%

25.9%

25.7%

23.7%

22.0%

9.5%

6.6%

2.9%

5.3%

0 50 100 150 200 250

介護をする家族に対する支援

介護を受けられる施設の整備

サロンなど楽しく集まれる場の整備

やりがいや生きがいづくりの充実

声掛けなどの見守り活動や安否確認の推進

介護や福祉サービスなどの情報提供の充実

介護保険サービスの充実

医療機関の整備など医療の充実

相談窓口の充実

健康づくりのための事業や活動の支援

高齢者の就労や社会参加の支援

介護予防のための事業の充実

虐待防止や権利擁護の推進

よく分からない

その他

無回答
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問１３ 障がいのある人にとって住みよいまちにするためにどのようなことが必要だと思い

ますか。（複数回答）

213

182

144

143

139

129

125

123

110

107

106

105

103

90

84

69

66

49

40

8

25

46.8%

40.0%

31.6%

31.4%

30.5%

28.4%

27.5%

27.0%

24.2%

23.5%

23.3%

23.1%

22.6%

19.8%

18.5%

15.2%

14.5%

10.8%

8.8%

1.8%

5.5%

0 50 100 150 200 250

働く場所の確保

障がいのある子どもや発達に遅れのある
　　　　子どもが訓練を受ける場の確保

医療が必要な人への支援

公共施設や公園、道路、住宅の環境整備

相談窓口の充実

バスやタクシーの料金の助成

障がいの早期発見と早期教育

障がいのある人もない人も
　　共にふれあう場の確保

日中に活動する場の確保

グループホームなどの住まいの場の確保

　　　災害時にスムーズに
避難ができる仕組みづくり

障がいに対する理解を深めるための
　　　　　　　　　啓発・広報活動

ヘルパーなどのサービス事業所の確保

　　　　　乳幼児期から老齢期までの
ライフステージを通じた一貫した支援

　　　　　コミュニケーションなどの支援
（手話通訳、要約筆記、点訳、朗読など）

福祉ボランティアの育成

スポーツやレクリエーション、
　　　文化活動の参加への支援

成年後見制度や権利擁護を
　理解してもらう取り組み

よく分からない

その他

無回答
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問１４ 災害時に地域で支えあうためにどのようなことが必要だと思いますか。（複数回答）

問１５ 今後、町や町社会福祉協議会はどういった施策に優先的に取り組むべきだと思いますか。（複数回答）

312

184

138

130

108

93

36

10

24

68.6%

40.4%

30.3%

28.6%

23.7%

20.4%

7.9%

2.2%

5.3%

0 50 100 150 200 250 300 350

日頃からの近所の人との交流

地域の災害時要支援者(1人での避難が困難な人)
を記載した名簿や地図の作成・情報共有

定期的な防災訓練・避難訓練・
　　　　避難所運営訓練の実施

災害時要支援者を支援する人を
　　　　事前に決めておくこと

自主防災組織（地域住民による任意の防災組織）
の組織化・活性化

災害に対する知識を高めるための
　　　　　学習会や講演会の開催

よく分からない

その他

無回答

187

178

176

138

110

110

100

97

96

88

85

73

48

38

9

28

41.1%

39.1%

38.7%

30.3%

24.2%

24.2%

22.0%

21.3%

21.1%

19.3%

18.7%

16.0%

10.5%

8.4%

2.0%

6.2%

0 50 100 150 200

　高齢者や障がい者が在宅生活を
続けられるサービスの充実や支援

高齢者や障がい者の入所施設の整備

身近な相談窓口、相談支援体制の充実

住民が共に支え合う仕組みづくりへの支援

健康診断・がん検診などの
　保健医療サービスの充実

福祉活動を行う人の人材発掘・人材育成

保育サービスや児童福祉施設の充実

小・中学校における福祉教育の充実

保健福祉に関する情報提供や制度案内の充実

ボランティアなどの参加の促進や支援

低所得者の自立に向けた支援

健康増進・維持のための相談や
訪問指導などのサービスの充実

　　　サービスや利用者を保護する
権利擁護や苦情対応などの取り組み

よく分からない

その他

無回答
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用 語 解 説

言 葉 意 味

あ い サ ポ ー ト

運 動

誰 も が 、 障 が い の あ る 人 へ の 必 要 な 配 慮 な ど を 理 解 し 、 障

が い の あ る 人 に 対 し て ち ょ っ と し た 手 助 け や 配 慮 な ど を 実 践

す る こ と で 、 障 が い の あ る 人 が 暮 ら し や す い 社 会 を み な さ ん

と 一 緒 に 作 っ て い く こ と を 目 的 と し た 運 動 で 、 山 口 県 で は 、

平 成 27 年 8 月 か ら 実 施 し て い ま す 。

「 あ い サ ポ ー ト 」と は 愛 情 の「 愛 」、私 の「 I」に 共 通 す る

あ い と 支 え る 、 応 援 す る 意 味 の サ ポ ー ト を 組 み 合 わ せ 、 障 が

い の あ る 人 を 優 し く 支 え 、 自 分 の 意 思 で 行 動 す る こ と を 意 味

し て い ま す 。「 あ い サ ポ ー ト 運 動 」を 実 践 し て い く 人 々 を「 あ

い サ ポ ー タ ー 」 と 呼 び 、 「 あ い サ ポ ー タ ー 」 に な る と 「 あ い

サ ポ ー ト バ ッ ジ 」 が 渡 さ れ ま す の で 、 こ れ を 身 に つ け て お け

ば 「 あ い サ ポ ー ト 」 運 動 の 実 践 者 で あ る と い う 意 思 が 相 手 に

伝 わ る こ と に な り ま す 。

ま た 、 障 が い の あ る 人 が 、 声 か け や 手 助 け な ど の 配 慮 を 必

要 と し て い る 場 合 に は 、 「 サ ポ ー ト マ ー ク 」 に よ り 知 ら せ ま

す 。

こ の よ う な バ ッ ジ を 身 に つ け る こ と に よ り 、 双 方 が 自 分 の

意 思 を 相 手 に さ り げ な く 知 ら せ る こ と が で き 、 声 か け や 手 助

け が で き や す く な る よ う な 環 境 を 整 え よ う と す る 運 動 で す 。

介 護 と 育 児 の

ダ ブ ル ケ ア 問

題

近 年 、 晩 婚 化 ・ 晩 産 化 な ど を 背 景 と し て 、 親 と し て 子 育 て

を し な が ら 、同 時 に 自 分 や 配 偶 者 の 親 の 介 護 も 担 う こ と を「 介

護 と 育 児 の ダ ブ ル ケ ア 」 と 言 い ま す 。

ダ ブ ル ケ ア を 行 っ て い る 人 の う ち 、 約 3 分 の 2 が 「 介 護 を

負 担 に 感 じ て い る 」 こ と も 判 明 し て い ま す 。 ダ ブ ル ケ ア を 担

っ て い る の は 圧 倒 的 に 女 性 が 多 く 、 平 均 年 齢 は 男 女 と も 40

歳 前 後 で あ り 、 そ の 多 く が 30～ 40 歳 代 で す 。

少 子 高 齢 化 の 進 行 や ､生 産 年 齢 人 口 の 減 少 が 懸 念 さ れ る 現

在 、 こ う し た 介 護 ・ 育 児 を 担 う 世 帯 の 負 担 を い か に 軽 減 す る

か と い う こ と は 、 国 や 地 方 自 治 体 に と っ て 今 後 の 大 き な 課 題

と い え そ う で す 。

コ ミ ュ ニ テ ィ 地 域 住 民 が 生 活 し て い る 場 所 、す な わ ち 消 費 、生 産 、労 働 、

教 育 、 衛 生 ・ 医 療 、 遊 び 、 ス ポ ー ツ 、 芸 能 、 祭 り に 関 わ り 合

い な が ら 、 住 民 相 互 の 交 流 が 行 わ れ て い る 地 域 社 会 、 あ る い

は そ の よ う な 住 民 の 集 団 の こ と を い い ま す 。 コ ミ ュ ニ テ ィ と

い う 総 称 は 、 市 町 村 な ど の 地 方 自 治 体 、 地 域 を 超 え て 連 携 し

た 非 営 利 組 織 な ど の 集 団 で す 。
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障 害 者 差 別 解

消 法

「 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 の 略

称 で 、平 成 28 年 4 月 1 日 に 施 行 さ れ ま し た 。こ の 法 律 で は 、

国 や 地 方 自 治 体 に 、 民 間 業 者 が 障 が い を 理 由 に 差 別 的 な 取 り

扱 い を し て は い け な い こ と 、 そ し て 、 障 害 の あ る 人 た ち の 社

会 参 加 を 妨 げ て い る 様 々 な 障 壁 を 取 り 除 く た め に 必 要 な 合 理

的 配 慮 を 提 供 し な け れ ば な ら な い こ と な ど が 定 め ら れ て い ま

す 。

共 生 社 会 の 実 現 に は 、 日 常 生 活 や 社 会 生 活 に お け る 障 が い

者 の 活 動 を 制 限 し 、 社 会 へ の 参 加 を 制 約 し て い る 社 会 的 障 壁

の 除 去 が 重 要 で 、 法 は 、 行 政 機 関 等 及 び 事 業 者 に 対 し 、 障 が

い 者 差 別 に 向 け た 具 体 的 な 取 り 組 み を 求 め る と と も に 、 普 及

啓 発 活 動 等 を 通 じ て 、 障 が い 者 も 含 め た 国 民 ひ と り 一 人 に よ

る 自 発 的 な 取 り 組 み を 促 し て い ま す 。

生 活 困 窮 者 自

立 支 援 法

生 活 困 窮 者 の 自 立 の 促 進 を 図 る こ と を 目 的 と し て 平 成 27

年 4 月 1 日 に 施 行 さ れ ま し た 。 稼 働 若 年 層 を 含 む 生 活 保 護 受

給 者 が 増 加 し て い る ほ か 、非 正 規 雇 用 労 働 者 や 年 収 200 万 円

以 下 の 世 帯 な ど ､生 活 困 窮 に 至 る リ ス ク の 高 い 層 が 増 加 し て

い ま す 。

ま た 、生 活 保 護 受 給 者 の う ち 、約 25％ の 世 帯 主 が 出 身 世 帯

に お い て も 生 活 保 護 を 受 給 し て い る と い う 、 い わ ゆ る 「 貧 困

の 連 鎖 」 も 生 じ て い ま す 。

こ う し た 中 で 、 生 活 困 窮 者 の 自 立 を 促 進 す る た め に は 、 最

後 の セ ー フ テ ィ ネ ッ ト で あ る 生 活 保 護 制 度 の 自 立 助 長 機 能 の

強 化 に 加 え 、 生 活 保 護 に 至 る 前 の 段 階 に あ る 生 活 困 窮 者 を 支

援 す る 第 2 の セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 充 実 ・ 強 化 を 図 る こ と を 目

的 と し て こ の 法 律 が で き ま し た 。

地 域 共 生 社 会 か つ て 我 が 国 で は 、 地 域 の 相 互 扶 助 や 家 族 同 士 の 助 け 合 い

な ど 、 地 域 ・ 家 庭 ・ 職 場 と い っ た 人 々 の 生 活 の 様 々 な 場 面 に

お い て 、 支 え 合 い の 機 能 が 存 在 し ま し た 。 し か し 、 高 齢 化 や

人 口 減 少 が 進 み 支 え 合 い の 基 盤 が 弱 ま っ て き て い ま す 。 暮 ら

し に お け る 人 と 人 と の つ な が り が 弱 ま る 中 、 こ れ を 再 構 築 す

る こ と で 、誰 も が 役 割 を 持 ち ､そ し て 支 え 合 う こ と で 、孤 立 せ

ず に そ の 人 ら し い 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う な 社 会 と し て

い く こ と が 求 め ら れ て い ま す 。

地 域 共 生 社 会 と は 、 こ の よ う な 社 会 構 造 の 変 化 や 人 々 の 暮

ら し 変 化 を 踏 ま え 、制 度・分 野 ご と の「 縦 割 り 」や「 支 え 手 」

「 受 け 手 」 と い う 関 係 を 超 え て 、 地 域 住 民 や 地 域 の 多 様 な 主

体 が 参 画 し 、 人 と 人 、 人 と 資 源 が 世 代 や 分 野 を 超 え つ な が る

こ と で 、 住 民 一 人 ひ と り の 暮 ら し と 生 き が い 、 地 域 を と も に

創 っ て い く 社 会 を 目 指 す も の で す 。
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地 域 包 括 ケ ア

シ ス テ ム

認 知 症 高 齢 者 の 増 加 が 見 込 ま れ る 日 本 に お い て 、 地 域 で 生

活 す る 高 齢 者 の 住 ま い ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 予 防 ・ 生 活 支 援 を 一 体

的 に 提 供 す る た め の ケ ア シ ス テ ム 。

厚 生 労 働 省 が 、団 塊 の 世 代 が 75 歳 以 上 と な る 2025 年 を 目

処 に 実 現 を 目 指 し て い ま す 。 重 度 の 要 介 護 状 態 に な っ て も 、

住 み 慣 れ た 地 域 で 自 分 ら し い 生 活 を 人 生 の 最 後 ま で 継 続 で き

る よ う 、 各 市 町 村 の 地 方 行 政 単 位 で 地 域 別 に 異 な る 高 齢 者 の

ニ ー ズ と 医 療 ・ 介 護 の 実 情 を 正 確 に 把 握 し 、 老 後 の 生 活 に 向

け て 、 住 民 や 医 療 ・ 介 護 施 設 な ど と 連 携 ・ 協 議 し 、 地 域 の 多

様 な 主 体 を 活 用 し て 高 齢 者 を 支 援 し ま す 。 「 医 療 介 護 総 合 確

保 推 進 法 」 の な か で 、 市 町 村 単 位 で の 独 自 の 地 域 包 括 ケ ア シ

ス テ ム の 構 築 が う た わ れ て い ま す 。

バ リ ア フ リ ー も と も と は 建 築 用 語 で「 バ リ ア（ 障 壁 ）」を「 フ リ ー（ の ぞ

く ）」、 つ ま り 障 壁 と な る も の を 取 り 除 き 、 生 活 し や す く す る

こ と を 意 味 し ま す 。 建 物 内 の 段 差 な ど 、 物 理 的 な 障 壁 の 除 去

と 言 う 意 味 合 い か ら 、 最 近 で は よ り 広 い 意 味 で 用 い ら れ て き

て お り 、 高 齢 者 や 障 が い 者 だ け で は な く 、 全 て の 人 に と っ て

日 常 生 活 の 中 で 存 在 す る あ ら ゆ る 障 壁 を 除 去 す る こ と を 意 味

し ま す 。

避 難 行 動 要 支

援 者

災 害 時 に 自 力 で の 避 難 が 難 し く 、 第 三 者 の 手 助 け が 必 要 な

高 齢 者 、 障 が い 者 、 難 病 患 者 な ど の 災 害 弱 者 の こ と で す 。 東

日 本 大 震 災 な ど の 災 害 時 に 高 齢 者 ら に 被 害 が 集 中 し が ち で あ

っ た 反 省 を 踏 ま え 、 2014 年 4 月 に 施 行 さ れ た 「 改 正 災 害 対

策 基 本 法 」で 、避 難 行 動 要 支 援 者 の 避 難 を 迅 速・円 滑 に 進 め 、

命 の 危 険 か ら 守 る 支 援 制 度 が ス タ ー ト し ま し た 。

か つ て は 、 災 害 時 要 援 護 者 と よ ば れ ま し た 。 「 改 正 災 害 対

策 基 本 法 」 に 基 づ き 、 国 は 市 区 町 村 に 非 難 行 動 要 支 援 者 の 名

簿 づ く り を 義 務 付 け 、 要 支 援 者 一 人 ひ と り の 個 別 支 援 計 画 を

作 る よ う 求 め て い ま す 。

ユ ニ バ ー サ ル

デ ザ イ ン

ユ ニ バ ー サ ル ＝ 普 遍 的 な 、 全 体 の 、 と い う 言 葉 が 示 し て い

る よ う に 、「 す べ て の 人 の た め の デ ザ イ ン 」を 意 味 し 、年 齢 や

障 害 の 有 無 な ど に か か わ ら ず 、 最 初 か ら で き る だ け 多 く の 人

が 利 用 可 能 で あ る よ う に デ ザ イ ン す る こ と 。


